
読
者
の
お
便
り
か
ら

0
同
志
社
大
学
ボ
ー
ト
部
の
O
B
で
す
が
、
清

水
先
輩
の
「
ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
バ
ー
Ⅳ
号
」
が
メ

キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
艇
庫
に
現
在

保
管
さ
れ
た
話
は
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
海
を

渡
っ
た
冬
昌
刈
0
く
男
号
(
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

出
場
)
は
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
の
輝
か
し
い
メ
モ

リ
ア
ル
の
価
値
が
あ
り
、
ぜ
ひ
、
同
志
社
に
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
し

た
。
同
志
社
大
学
ボ
ー
ト
部
は
、
 
1
8
9
1
年

(
明
治
N
年
)
、
石
山
(
瀬
田
川
)
に
お
い
て
第

1
回
同
志
社
水
上
大
運
動
会
を
始
ま
り
と
し

て
、
ま
も
な
く
1
2
0
周
年
に
な
り
ま
す
そ

れ
以
前
に
ボ
ー
ト
競
技
が
行
わ
れ
た
と
の
こ
と

で
す
の
で
「
同
上
柱
ス
ポ
ー
ツ
の
源
流
(
明
治

期
)
」
の
企
画
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
し
た
0

(
名
古
屋
市
関
扇
彦
)

先
生
、
有
名
学
者
の
エ
ッ
セ
イ
が
内
容
を
豊
か

に
し
ま
す
。
 
1
2
8
号
で
は
大
谷
総
長
の
イ
ン

タ
ビ
ユ
ー
と
中
学
、
高
校
の
先
生
方
の
座
談
会

が
特
に
ょ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
今
後

と
も
今
の
編
集
方
針
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
私
の
研
九
九
、
私
の
授
業
の
頁
も

嬉
し
い
読
み
物
で
す
。
同
志
社
の
立
学
の
精
神

が
今
的
に
は
ど
の
よ
う
に
学
校
の
制
度
・
シ
ス

テ
ム
に
生
き
て
い
る
か
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
記

事
が
嬉
し
い
で
す
。

(
さ
い
た
ま
市
神
田
惣
介
)

0
黒
社
の
い
ろ
い
ろ
な
広
報
誌
公
昌
む
英
語
)

の
中
で
は
一
番
よ
い
と
思
う
。
執
筆
者
に
先
生

が
多
い
の
で
ょ
い
国
立
大
学
の
学
士
会
報
も

読
ん
で
い
ま
す
が
や
は
り
執
筆
者
に
は
大
学
の

0
大
学
を
卒
業
し
て
飴
年
に
な
り
ま
す
が
、
毎

号
新
鮮
な
思
い
で
拝
読
し
て
お
り
ま
す
昨
年

は
始
め
て
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
娘
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
も
家
族
そ
ろ
っ
て
同
行
。
あ
ら

た
め
て
同
志
社
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す

(
松
本
市
高
木
俊
明
)

0
藤
原
良
平
氏
の
モ
ン
ゴ
ル
で
の
こ
活
躍
驫

激
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
の
大
相
撲
で
も
日
本

出
身
の
力
士
が
モ
ン
ゴ
ル
出
身
者
に
負
け
る
こ

と
が
多
く
、
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
同
志

社
人
が
地
の
塩
と
な
り
、
モ
ン
ゴ
ル
で
活
躍
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
納
得
い
た
し
ま
し
た
。

(
堺
市
鵜
沢
和
長
)

0
同
志
社
時
報
の
編
集
方
針
と
歴
史
(
伝
統
)

も
あ
っ
て
軽
々
に
方
針
の
変
更
は
困
難
と
思
い

ま
す
が
、
時
に
は
「
望
星
」
(
東
海
大
学
)
の

編
集
方
針
を
見
習
っ
て
脱
皮
を
は
か
る
こ
と
も

肝
要
。

(
龍
ケ
崎
市
高
橋
一
樹
)

0
Ⅱ
月
8
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
ふ
と

同
志
社
時
報
を
手
に
す
る
。
]
2
8
号
の
特
集

「
行
っ
て
み
た
い
学
校
」
「
行
か
せ
た
い
学
校
」

の
要
件
に
興
味
を
持
ち
、
一
読
。
次
に
私
の

研
究
・
私
の
授
業
に
知
識
の
目
を
開
く
。

0
0
仂
工
誘
工
)
匁
弔
0
刃
↓
を
捲
る
。
広
範
囲

な
同
志
社
の
諸
活
動
を
知
り
、
納
得
。
読
者
の

お
便
り
か
ら
の
駒
込
武
氏
の
論
文
・
論
説
・
随

筆
に
多
大
の
興
味
を
惹
か
れ
る
。

(
大
和
市
宮
本
和
明
)


